












































表 1　紅葉の言文一致体小説、地の文の偶然確定条件（揚妻 2017 をもとに再編集）
 
ト タラ バ タレバ 合計
隣の女 137 23 160
1893 85.63% 14.38% 100%
紫 76 23 99
1894 76.77% 23.23% 100%
冷熱 58 16 74
1894 78.38% 21.62% 100%
青葡萄 81 30 111
1895 72.97% 27.03% 100%
多情多恨 239 222 1 462
























































































































































































































































































































































































































　「あひゞき」は雑誌『国民之友』第三巻第二十五号（明治 21 年 7 月 6 日）、及び第
三巻第二十七号（明治 21 年 8 月 3 日）の二回にわたって掲載された。そしてのちに

































































































































































































用言の過去形 94 30 70
　テイタ（テ居ッタ） 14 0 23
006タッアデ　
114 30 93








　反転法（～して、～ながら） 5 1 0
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　割注に該当する箇所は、ツルゲーネフの原文では、все звенело ей 






























































































ト タラ バ 合計
浮雲 75 2 100 177
1887～1889 42.40% 1.10% 56.50% 100%
平凡 204 4 5 213
1908 95.77% 1.88% 2.35% 100%
あひびき 7 8 15
（初）1888 46.70% 53.30% 100%
あひびき 21 9 30
（再）1896 70% 30% 100%
めぐりあひ 17 10 27
1888 6296% 37.04% 100%
奇遇 65 9 74
























ト タラ バ 合計
第一篇 22 38 60
36.70% 63.30% 100%
第二篇 32 2 26 60
53.30% 3.30% 43.30% 100%

















































































ト タラ（バ） バ タレバ 合計
怪談牡丹燈篭 地 128 63 191
1884 67.02% 32.98%
会話 43 4 16 1 64
67.19% 6.25% 25.00% 1.56% 100%
塩原多助一代記 地 193 11 204
1884～1885 94.61% 5.39%
会話 62 19 17 98
63.27% 19.39% 17.35% 100%
真景累ヶ淵 地 10 1 372 383
1887～1888 2.61% 0.25% 97.13%
会話 103 33 14 150

















については金澤 1998、矢島 2013 参照。
注４　「言文一致論」（『新潮』第 3巻第 6号　明治 38（1905）12 月 15 日）。
注５　『中央学術雑誌』第 26 号、明治 19（1886）年 4月。
注６　山本 1965a は、日本における近代小説の理論的幕開けとされる坪内逍遙の『小













注７　「小説文体意見其一（二葉亭四迷氏）」（『文芸倶楽部』第 4巻 3編、明治 31（1898）
年 3月）。




注 11「余が言文一致の由来」（『文章世界』第 1巻 3号、明治 39（1906）年 5月）。
注 12　文献注 9に同じ。
注 13　文献注 11 に同じ。
注 14　文献注４に同じ。
注 15　「余が翻訳の標準」（『成功』第 8巻 3号、明治 39（1906）年 1月）。
注 16　以下、このセクションにおける四迷の翻訳論の出典は文献注 14 に同じ。
注 17　「「あひゞき」を読んで」（『国民之友』30 号　明治 21（1889）年 9月）。
注 18　第一篇が明治 20（1887）年 6月、金港堂刊。第二篇が明治 21（1888）年 2月、
金港堂刊。第三篇が明治 22（1889）年 7月～ 8月、『都の花』に連載。
18
注 19　『東京朝日新聞』に明治 40（1907）年 10 月 30 日から 12 月 31 日まで連載。

























注 25　コックリル・浩子 2015 より。
注 26　同上。
注 27　Иван Сергеевич Тургенев“Три встречи”
（1851）．Общественное достояние (2014)、Kindle 版より。


















































『塩原多助一代記』：速記法研究会 1884 ～ 1885、国会図書館蔵
『真景累ヶ淵』：井上勝五郎 1888、国会図書館蔵
〈あげつま ゆうき／本学教授〉
